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研究成果の概要（和文）：  

  

 本研究は、保健室で手当てする頻度が高い「外傷」の写真画像を収集し「症例写真データベ

ース」を構築し、その画像を用いて外傷の重症度・緊急度の判断力を養う養護教諭向けフィジ

カルアセスメント教育プログラムを作成、その効果を明らかにすることを目的としている。 

  養護実習受講学生 9 名と養護教諭 21 名に対して、教育を実施し、その効果を質問紙（症例

画像が含まれる事例を用いて緊急度・重症度を判断する内容。教育前後で同じ内容の質問紙調

査を実施）によって測定したところ、学生、養護教諭ともに、教育前よりも、教育後において、

平均正答率が高く（学生で 24 ポイント上昇、養護教諭で 11.9 ポイント上昇）、教育前－教育後

間に有意差が認められ（p<0.001）、教育プログラムの有効性が示唆された。 

 

 

 

研究成果の概要（英文）： 
 

This investigation aims to determine the effect of the physical assessment education 

program on Yogo teachers(teachers for health promotion and health services) using 

collected photographic images of common injuries in infirmaries and to use this 

information to help students cultivate the ability to judge the severity and urgency of 

treatment of external trauma. 

Nine students in the Yogo teacher training course and twenty-one Yogo teachers 

participated in the education program, and the effect was determined by conducting 

tests. The tests were meant to judge the urgency of treatment and severity of the case 

examples that included photographic images. The same test was conducted before and 

after the education program. The average numbers of correct answers provided by both 

students and Yogo teachers were higher after the program than they were before 

(students and Yogo teachers showed an increase of 24 and 11.9 points respectively), 

and there was a significant difference in their performances after the program (p < 

0.001). This finding indicates the effectiveness of the education program. 
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１．研究開始当初の背景 

 一般的に保健室来室理由で最も多いのは
「外傷の手当て」である。外傷には擦過傷や
熱傷など目に見える傷だけでなく、打撲や捻
挫など内部損傷もあり、重症度・緊急度の判
断は難しい。申請者が以前に行った養護教諭
が保健室で使用しているフィジカルアセス
メントの実態調査１－３）によると、内科的な訴
えよりも外科的な訴えにおいてフィジカル
アセスメントを使用する頻度が高く、重症度
判断のため、多くの身体情報を収集し、より
的確な判断をしようとしていることがわか
る。頻度も高く、判断が難しい健康障害に対
応する力を養成機関および卒後教育で育成
することは必須であり、養護教諭が学校で１
人配置であることを考えると、解決すべき重
要な課題であるといえる。 

 しかし、その外傷の重症度判断をトレーニ
ングする教材は十分にあるとはいえない。看
護師向けのフィジカルアセスメント教材も
｢正常からの逸脱の有無｣をみるものが多く、
保健室での対応のように、すでに｢正常から
の逸脱がある状態」から、「病院受診の必要
性」を判断することを学ぶことができる教材
はないに等しい。また、あっても文章で解説
しているものがほとんどで、視覚的に学ぶこ
とはできず、実践的な内容になっていないの
が現状である。特に初学者にはイメージしに
くいものがほとんどである。「知識として有
していても、実践的な知識にはなり得ない」
という現場の養護教諭の声を聞くことも多
い。そこで着目したのが「症例写真」である。
医師向けのテキストなどでは、診断力向上の
為に多く用いられている。言葉だけでは伝わ
りにくいものについて、実際に見ることで学
ぶことができ、しかも、普段出会わないよう
な重症例や、治癒過程なども学べ、非常に有
用である。しかし、医師向けのテキストでは、

保健室で出会うような比較的軽症な外傷に
ついての症例写真は少なく、養護教諭教育に
用いることは困難であった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、保健室で手当てする頻度が高い
「外傷」の写真画像を収集し「症例写真デー
タベース」を構築し、その画像を用いて外傷
の重症度・緊急度の判断力を養う養護教諭向
けフィジカルアセスメント教育プログラム
を作成することを目的としている。 

  研究期間内に次の３点について明らかに
する。 

  (1)症例写真として収集すべき外傷の種類
と情報 

  (2)症例写真を用いた養護教諭むけのフィ
ジカルアセスメント教育のポイント 

  (3)症例写真を用いた教育プログラムの効
果（対象：学生、養護教諭） 

 

３．研究の方法 

(1)症例写真として収集すべき外傷の種類と
情報 
 「症例写真データベース」構築に必要な外
傷の種類と収集すべき情報を知るために、文
献を収集し、検討を行った。 
 
(2)症例写真を用いた養護教諭むけのフィジ
カルアセスメント教育のポイント 
  症例写真撮影を依頼した３施設において、
外傷（外的要因による組織または臓器の損傷）
の写真撮影をするとともに、「基本情報（年
齢、受傷日時、原因、外傷分類、外傷部位、
受傷場所等）」、「来室前までの情報（来室方
法・目撃の有無、手当ての有無）」、「受傷機
転」、「利用者の状況（バイタルサイン、外傷
部位の観察結果）」、「アセスメント結果と受
診の有無」に関する情報収集を行った。その



写真と情報を用いて症例写真データベース
を作成し、教育プログラムを検討した。 
 
 (3)教育プログラムの効果（対象：学生、養
護教諭） 
  養護実習受講学生 9人（平均年齢 22.1±
1.96 歳）と教員免許状更新講習を受講した養
護教諭 21 人（平均年齢 45.0±7.19 歳、平均
経験年数 19.8±9.44 年）に対して、開発教
材を用いて教育を実施し、その効果を質問紙
（症例画像が含まれる事例を用いて緊急
度・重症度を判断する内容。教育前後で同じ
内容の質問紙調査を実施）によって測定した。 
 
４．研究成果 
(1)症例写真として収集すべき外傷の種類
と情報 
  文献検討を行った結果、外傷の種類は外部
損傷・内部損傷を問わず、応急処置を目的に
来室した利用者が受傷している外傷（外的要
因による組織または臓器の損傷）とし、慢性
的な腰痛や関節痛などの痛みは除外した。収
集する情報は、外傷初期診療ガイドライン４）

掲載の「外傷診療録」を参考に、重症度・緊
急度判断の根拠が明らかにできるように、
「基本情報（年齢、受傷日時、原因、外傷分
類、外傷部位、受傷場所等）」、「来室前まで
の情報（来室方法・目撃の有無、手当ての有
無）」、「受傷機転」、「利用者の状況（バイタ
ルサイン、外傷部位の観察結果）」、「アセス
メント結果と受診の有無」とした（これらの
情報を記録する「外傷調査票」も作成した）。 
 
 (2)症例写真を用いた養護教諭むけのフィ
ジカルアセスメント教育のポイント 
  症例写真収集を行った施設は大学の保健
管理センター２施設、大学保健室１施設の計
３施設である。期間は平成22年１月～12月。
外傷処置で来室した人のうち同意が得られ
た 42 人から計 241 枚の症例写真を撮影した。
撮影対象者の年齢（平均±標準偏差）は 19.8
±1.50 歳で、男性 22 人（52.4％）、女性 20
人（47.6％）であった。外傷種類（のべ数）
は「擦過傷」が最も多く 14 例（33.3％）、次
に「打撲」８例（1９.0％）、「切傷」６例
（14.3％）、「捻挫」５例（11.9％）、「熱傷」
が４例（9.5％）、咬傷が２例（4.8％）の順
であった。また、「その他」として「爪周囲
炎」「虫さされ」が６例（14.3％）あった。
これらを「症例写真データベース」として構
築した。 
  この「症例写真データベース」を用いて、
教育プログラムを作成した。今回はフィジカ
ルアセスメントの中でも「視診」に注目し、
外傷の重症度・緊急度を判断するために、視
診力を高める教育教材を検討した。作成した
教育プログラムは「外傷判断の基本的知識を

学ぼう」編（基礎知識編）と「問題を解きな
がら「視診力」を UP させよう」編（問題編）
から成る。 
 基礎知識編では、緊急度・重症度判断力を
つける際に理解すべきこと５）をふまえて、外
傷の種類別にその病態と視診のポイントの
解説をパワーポイントとハンドアウトを用
いて行った。 
 問題編では、「症例写真データベース」か
ら保健室で手当する頻度が高い「擦過傷」「切
傷」「咬傷」「熱傷」「打撲」「捻挫・突き指」、
および、外傷の定義からは外れるが、爪の損
傷として「爪周囲炎」の 14 事例を用いてそ
れぞれの事例の緊急度・重症度判断を体験す
る機会を設けた（問題編もパワーポイントと
ハンドアウトを使用）。判断力育成には「答
えに至った理由を述べられる」ことが重要６）

であるため、単に緊急度・重症度判断をする
だけでなく、あわせて判断根拠を述べるよう
に構成した。 
 
(3)教育プログラムの効果（対象：学生、養
護教諭） 
①学生に対する効果測定：対象と調査内容 
 対象は養護実習受講前の大学４年生９人
（養護実習受講予定者 18 人に対し、教育プ
ログラムの内容と研究の内容を説明し、同意
が得られた学生）である。 
 教育プログラムの効果をみるために、教育
の前（事前調査）と直後（事後調査）に無記
名の自記式質問紙を使用した。質問紙の内容
は、事前・事後調査とも同じ内容で、「基本
的属性（学年・年齢・性別）」、「スポーツ活
動体験」、「運動系の部活動等のマネージャー
経験の有無」、「保健委員などで外傷の応急処
置経験」、「看護師としての臨床経験」、「自分
自身のけが体験の多さ」、「身近な人（親やき
ょうだいなどの家族や友達）におけるけが体
験の多さ」、「12 事例（外傷写真、受傷機転・
症状などの情報含む）の緊急度・重症度判断
とその理由」である。 
 
②養護教諭に対する効果測定：対象と調査内
容 
 対象は教員免許状更新講習を受講した養
護教諭 21 人（教員免許状更新講習を受講し
た 30 人に対し、教育プログラムの内容と研
究の内容を説明し、同意が得られた養護教諭）
である。 
 教育プログラムの効果をみるために、教育
の前（事前調査）と直後（事後調査）に無記
名の自記式質問紙を使用した。質問紙の内容
は、事前・事後調査とも同じ内容で、「基本
的属性（養護教諭経験年数、年齢、性別）」、
「勤務校の校種」、「養成機関の種別」、「看護
師免許の有無」、「12 事例（外傷写真、受傷機
転・症状などの情報含む）の緊急度・重症度



判断とその理由」である。 
 
③結果１：学生の基本的属性 
  教育プログラムに参加した学生９人の平
均年齢は 22.1±1.96 歳、全員が女性であっ
た。これまでのスポーツ活動体験ありは６人
（66.7％）、運動系の部活動のマネージャー
経験がある人はいなかった。保健委員などで
外傷の応急処置経験がある人は２人（22.2％）
であった。「自分自身のけが体験の多さ」の
自己評価得点の中央値は２点（最大値４点、
最小値１点）、「身近な人（親やきょうだいな
どの家族や友達）におけるけが体験の多さ」
の自己評価得点の中央値も２点（最大値４点、
最小値１点）であった。 
 対象の学生は７割近くスポーツ活動体験
があるものの、けが体験もさほど多くなく、
外傷の手当経験は少ないグループであると
とらえることができる。 
 
④結果２：養護教諭の基本的属性 
  教育プログラムに参加した養護教諭の平
均年齢は 45.0±7.19 歳、平均養護教諭経験
年数は 19.8±9.44年、全員が女性であった。
現在勤務している学校の校種は小学校が最
も多く 16 人（80.0％）、中学校と高等学校が
それぞれ２人（10.0％）であった。養成機関
は２年制短期大学が最も多く 11人（52.4％）、
次に看護専門学校（保健師養成課程）が５人
（23.8％）、４年制教育系大学、４年制大学
（看護系・教育系以外）がそれぞれ２人
（9.5％）ずつで、４年制看護系大学出身者
はいなかった。看護師免許を有している人は
４人（19.0％）で、そのうち、看護師経験の
ある人は１人（4.8％）のみであった。 
 更新講習ということもあり、20 年近い養護
教諭経験を有している集団で、外傷の応急処
置経験も豊富であることが推察される。 
 
⑤結果３：事例別の正答率（教育前調査にお
ける学生と養護教諭の判断の違い） 
  教育前、教育後ともに、同じ事例を用いた、
緊急度・重症度判断を５つの選択肢（１．救
急車、２．すぐに医療機関搬送（タクシーな
どで）、３．受診勧奨、４．経過観察（数日
後に再来指示）、５．１回の手当てで終了）
から選び、判断理由を自由記述で記入しても
らった。 
 教育前調査では表１のような結果になっ
た。学生と養護教諭の緊急度・重症度判断を
比較したところ､｢事例２:擦過傷(深い部分
がある)｣（p<0.001）、｢事例３:切り傷」
（p<0.05）、｢事例８:下腿の打撲・内出血  
｣（p<0.05）において有意差が認められた。 
擦過傷・切り傷など、普段自身でも経験する
外傷に対しては、学生は養護教諭よりも、軽
めに判断する傾向にあった。 



                    
養護教諭の正答率が最も低かった事例は

「事例８：下腿の打撲・内出血」の 28.6％で
あった（図３）。広範囲の内出血であり、緊
急度・重症度を「２（すぐに医療機関搬送、
タクシーなどで）」と判断した人が多かった
（正解は「３．受診勧奨」：「２」よりも緊急
性は低い）。 
 
⑥結果４：教育前後の正答率の変化 
  学生、養護教諭ともに、教育前（事前調査）
よりも、教育後（事後調査）において、平均
正答率が高く（学生で 24 ポイント上昇、養
護教諭で 11.9 ポイント上昇）、事前－事後間
に有意差が認められた（p<0.001）（図４）。 

  
それぞれの緊急度・重症度判断根拠（自由

回答）をみると、学生においては、事前は「す
ぐなおりそう」「消毒で十分そう」「薬が効い
ていなさそう」「擦り傷だから」など、主観
的な根拠が多かったが、事後は客観的な事実
（傷の深さ・広さ・浸出液の色、膿の有無）
に基づいた根拠の記述が多くなっていた。養
護教諭においても、事前では記述がなかった
「浸出液、異物の有無、出血量、傷の大きさ」
という視点が事後では多く記述されていた。 
また、教育前の事例全体の正答率は、学生

の 49.1％、養護教諭 70.6％で、両者の間に
有意差が認められ（p<0.001）、養護教諭の方
が正答率が高かった。しかし、教育後の教育
前の事例全体の正答率は、学生の 73.1％、養
護教諭 70.6％で、両者の間に有意差が認めら
れなかった（図５）。 

 

 
このことは、学生の緊急度・重症度判断が、

緊急度・重症度経験の豊富な養護教諭の緊急
度・重症度判断に近づいたことを示している。 
これらのことから、「外傷」の写真画像を

用いた教育教材の有効性が示唆された。 
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